
①研究課題名
新潟県における肺癌手術の実態と年次推移ー全国集計との比較および

将来人口推計を踏まえた検討

④申請番号 第２６４８号

⑤研究の目的・意義

新潟県における肺癌手術の実数や年次推移を明らかにし、全国集計との

違いを検討することを目的とします。さらに、将来人口推計を踏まえて

今後の肺癌手術体制のあり方を考えるための基礎資料とします。

⑥研究期間 倫理審査承認日から2030年3月31日まで

⑦情報の利用目的及び利

用方法（他の機関へ提供

される場合はその方法を

含む）

電子カルテに保存されている病歴、画像検査結果、呼吸機能検査結果、

手術記録を利用します。使用するデータは個人が特定されないように

匿名化を行い、研究に使用します。研究の成果は、学会や専門誌などの

発表に使用される場合がありますが、名前などの個人が特定できるような

情報が公表されることはありません。

⑧利用または提供する情

報の項目

年齢、性別、組織型、病理病期、手術術式、手術アプローチ、

年間手術件数などの診療情報。また、将来人口推計を用いた検討のため、

公表されている人口統計および年齢階級別肺癌罹患率を利用します。

⑨利用の範囲 新潟大学　呼吸循環外科

⑩資料・情報の管理につ

いて責任を有する者

新潟大学　呼吸循環外科　講師　小池輝元

新潟県立中央病院　呼吸器外科　齋藤正幸

⑪お問い合わせ先
新潟県立中央病院　呼吸器外科　齋藤正幸

TEL:025-522-7711

②対象者及び対象期間、過去の研究課題名と研究責任者

③概要

2020年1月1日から2024年12月31日までに、新潟呼吸器外科研究グループ参加施設において肺癌に対する手術

を受けた患者

研究責任者：新潟大学　呼吸循環外科　講師　小池輝元

新潟県立中央病院　呼吸器外科　齋藤正幸

新潟県内で肺癌の手術を受けた患者さんの診療情報を用いて、患者さんの背景や手術方法の特徴、

その変化を調べる研究です。全国の集計結果と比較するとともに、将来の人口予測をもとに、今後の

肺癌手術件数の変化についても検討します。

新潟県立中央病院　倫理委員会オプトアウト書式 


